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I 緒言

本nit~~は明治 37 年 (1904 ) 以降今日に至る迄 40 年の長きに亙 り 穂積されて来た も のであっ

て、 首初の計萱は砂な くも 60年位は続行するつもり の も のであったが、 ?適k昭和17年 (1942)

K至 り試験林内の所々 に被害の震の疎開部を生じ、 従ってヰ材1'lf'?J悪化せる事貫を認めたので、

ー先づ既往の成額を取 り 麗めて護表する とととしたのであ る 、 備本試験林には今後 も出来得る

限りe保護を加ヘて、今後の経過を見る とととする計重である 。

本試験の目的は表題K軌るが如く 、 アカマツ及びカラ マ ツ の雨樹種に就き 、 姉、 怖が
或る伐期一一此の場合は候 り1'L 40年を伐期齢とする一ーを以て取り扱はれて居るー湾同齢の皆

伐作業に封凶積、 本数、 直径、 樹高、 持下高、 校張り等の各項の上に如何なる影響を及ぼす

や率びではそれ等の結巣の綜合された も のが、 全惜と じて如何在る林.~辻の利害を伴走ふ も の

在るかを究めん と する も のである。

元来本試験ほスギ、 ヒノキ、 アカマ ツ、カ ラ マツ の四樹程K就き施行された も のであるが、

此の ~I-I スギ及び ヒ 〉 キ の二樹麗に封する も のはィ大正 4 "'1乙n915) 5 年(1916) 雨年K宿区る各

. 期の大寒害の駕めに林相を破壊せられ試験の続行が不可能に陥った矯めK大正 6 年の首時之を

I !-I J[二 し、 爾後アF マ ツ、カ ラ マツ の閉樹屈に就てのみ、 試験を粒・行すると とと 友った のでまう

る 、 而して今日と なっては 、 試験開始首時の官;事者が脳裏に捌いて居た目標を想像する術もな

い示、恐らくは下の主n き 同誌を潜ま して居たのでは友いかと JBふも自Il ち多 く の場合伐期近き林

相lモ於て 、 j稲田陽樹なる も のはあII立 し、所・5月陰樹なも のは陽樹に比すれば比較的に官立して居
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るものである、それ故、 l場樹を造林するに常り 1~llfえの舟めK減少する犠牲を勘なからしめると

云ふ意味に於て，首fJl より比l院I~J'-J vc共の単位Õ'IÎ山首り村(栽本!!&を j，~Jiなく削ち疎に造林するを有ー

利とし、之に反し陰樹を浩林するに首り 工c間一的YL2主1i\Jを利m し得ると云ふ意味K於て官初より

比較的本教を多 く邸ち平行植を可とすると云ふ事である、然るに本試験は前越せる虫) 1 <開始後10

数ギに して、 袋容の:ßi~めにスギ及びヒノキK闘する判験を 1 1 111てするに五つ'たのゼ、残りのもの

は勢い共の;也、E品砦.時に於て共 t-c亡 イ一に表l的t平拘4句]の釧1\捗ゐ掛1闘創と悶r芯されて

行するととと 1な主つ7元さのでで、ある 、 それ故上記の前抵の立場から云へは\雨樹極共に託子Jより疎植

せるものが有利の結果を讃らしさうに考へらるるのでるるが、ホri~~は之と全く反して、後段報

時るがまn< 綜合的に見て、アカマツ問植を有利とし、 カラマツは疎植を有利とする云ふと

と K蹄着 したのでるる、従っち此の結論の依って掠り. し淵源とも見る之宮藤多の考察 、叉共等の

考察を誘導する原因とえ主れる幾多の現象等は治林事:;ì[~I'L辻!i林事業二|二に、此の試験を施行せざり

し以前K於ては全く考へτ居なかった様友事象刷協れ叉は事家のあるにぎを示 して居毛ものが

甚だ多いのである、卸ち或る意味に於て本報告は杭栽本数決定の上K.考慮すべき諸怯イ牛及び考

慮 し方に就て劃期的の主張をしたものとも云九るのであ る、以上が本報告護表の理山でるる 。

ヌド:報告を殻表するに首り、本試験開始以来オ中t験 11: 1'1 し直接11日接閲興せられたる職員各伎の

氏名を一括 して掲げるととは、斯かる長期に亙る林業試験と云ふものが、件:Ik 一朝一夕のもの

. でなく ・、 会 〈 数多先輩のー努力の結品で、あるととを -t止に示し且吾k後進者土り先輩に劃する感謝

の表現ともな るべきを思ム所以である 、 共の意味に於て以下順を迫ふて~~げるとととすら、 ii\J
各人の官名は各人が本試験に閥係 して居た首時のものであるととを迫記し七置く 。

本試験開始の宙J機ともなり又共の首rJ;ÿの話事者でもあり且最近迄専ら之が指導K首 b'れたる

向きは、共の 'aii;時の林業試験場ー長農商務技i':ïjî林持基 l'tlt士間博保美、浪商務技師林製J:rJJ士寺Il!r.j'渡の

雨氏である、 。

木試験の主査として専ら研筑の賞務YLiiÉ事した人々は、開始営時の賀行者として山林技師回

大路吉光氏の名を奉げると とが出来る 、 、 次ぎに 111林技師li原問先二氏を経て明治43年(1910 ) 頃

か包犬正 6 年(1916) 迄は山林投手山間裏一氏であっえ大正 5 年より昭和 9 年: (1934) 迄は

林業試験場技師伊r'EFI恭である、而して河 Ef!按阿の営林局技師!îとして東京皆林局へjl場任せ し後は

林業試験場投手佐多ー至氏主主Eとして昭和10年(1935) YL3I ゙  ，同氏の兵庫腕林業試験場ー長と

. して干専任せらるるや*1

に軸tlllせらるるに及び林業試験場技手小池益夫R14の後を製ふたのである、昭和15年(1940)

• 
1) 、池氏の熊本盤、林局 vcl1iJbi -j宗るに [1祭し、、適々共の '~:; IJ寺青森営林局主(却~rとり， し河IJ!技研li は4柑E前験

. 場技師と して蹄f壬し、持び木試験の主査とし壬今日に及んだのである。

本試験の開始以来今 EII'L至る |旧東京大林直者又は東京佐林局のi隊員として本試験K到 し比較 I

的関係の密友 りし各方の氏名を掲げると下の様である 、1-1 1林投!'fí1 i木村喬期、営林局寂師正木信

" 
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失郎、同Fj.L尼丑!店、問中川村4之進、同 LO rll波慈女、岡山間倭文夫、同内山久好、同森田勝一、

向野村進行、居八尾安太郎、同渡溢宗lE、問後戸秀英。

本試験開始来今日比五る 1m地元の小林1亙署長又は営林者長として在職せられたる各方の氏名

は干の様である、杭JI I小林区署長皆林主事井部柴落、岡林務1'，'布11闘司道!þ市、同林務官佐藤鯨郎、

高~!なノj、林I長署長山林属柏徳之助、向山林投師内山房吉、岡山林事務官松浦昌、同林務投手松原

太郎、 同孔l林技師問中米j台、向山林技師lí天野九郎、同f-[ I林技師招津陸太、同山林刑事務官曾山

直一郎、向山林刑事務1~~長泊巌、岡山林技師i ，'(~村喜千切芝、同営林容技t:ní外山完敗、間借林箸技

伺附:1文之助、同制枠制:~í小山内淳進、同皆林将樹:rii 7，( FFI寅 I!IJ郎、同皆林者技師均二元、同

営林署技師!í石川利治。

木試験開始以来今日に至る迄小林直署員叉は替林署員として特に本試験K闘し密接の位置k

1b Þ し各方の主たる人々め氏名を掲げると下の様である、山林技手国[郎政攻、皆林寺寺島安n野秀 ー

雄、 皆林署技乎山 l崎若手義、 替林署技手石井誠、告奇林署属藤原幾喜、 森林主事天II手鍛造、同早乙

女倉之助、同j度)~よー勝一、同来原文三郎、問中山和王子、同小林民次郎、 J法林署投手金津151目 、 森林

主事繭111則雄、 同谷元貞雄、雇大河原富七、巡守武井乙造、同武井延太郎、 同中島ノj、十郎、同

猿谷高十、 定夫原問静作、岡山 口良太郎、同知蕗伊三郎、同武井瀧三郎、同近l路進、同石山霊

太人夫中島愛WJ、同松太郎o

.i，'lÎ本報告調製を了するに営り前橋皆林局経岱部計安課試験係りの諸氏K判し深甚感謝の意を

表する次第で遣うる。

II 試験の方法並に経過

(1) 試験地の位置、試験方法の大要及び棋準地の而和

植栽の方法をと正方形及び正三角形の 2種K分ちi 共の各の苗間距離を 4 尺 5寸、 6 尺、 8 尺

の 3 種類ょとし、11:会臨毎f'L 4 尺 5 寸正方形布Ê[栽 (111告披 4:5 口) 、 4 尺 5 寸正三角形植栽 ( 1 1併枕

4.5ム〉 、 6 尺正方形地栽(111存続6 .0口)、 6 尺正三角形植栽(略競 6.0ム)、 8 尺E方形植栽 (111各

競8 .0口九 8，尺正三角形植栽 (111各競 8.0 ム)の 6 倒の試験匿を設定し、アカマヅf'L]託ては 、 群

馬J際唯氷郡臼井1TI]大字五料字ノj、棋山図有林 (前橋皆林寺守管内) f'L於て 、カ ラマツ に就ては、群

馬J眠Ji伽阿部細野村大宇土臨字五郎山ノ Aìrl I図有林 C前橋皆林署管内) f'L於て夫々前験を施行 した ‘ 

のである、而して各試験林内に一定の棋主将地を設け、此の様準地内の主木に就て調主の必要あ
。

る釘ーに 、 毎木調査を行ひ記鋒を保存し手j<:たのである、今)J~の4;;問主地の大いさを示すと、それは
, 

.Table 1 の翁kでるる。

本試験林は一面に於てアカマツ及びカラマツ l亡就て植栽の疎年訟の程度を具にしたる 12伽iの林

分である と同時に、他の一面に於ては、等しくえ等は針葉樹のー済同齢林分の集令であるから 、

, 現在の域紛伏態は、植栽の疎緒K依る影響と、ー済同齢林の通脊性よりの，伊~~との綜合である

三克倣すととがØ.II来る、そとで先づーヂヰ同齢林の椛成欣態を研究し、ダくぎに納金の疎特が成林
/ 

' , 



, 

3~ アカマヅ及ぴカ ラ~~椛栽の疎容がJ&，林状態に及l i'す影響(終結報告)
....〆司

11k~車並K樹IIヨに及段、す影響を研究したのである 。

何回の調子HC於てt{:氷l乞就き ~J!lJ:，.cせる主たる ~~i l~1 は下の棋である 、 削 ち i ) 直佳 (寸) 、

:iv) 枝~1~ り ( )~) 之であ る、而して教に特に説明正要

すと思はるる と と は、 技下高と枚張りと:-Cある 、 枝下高 と云ふのは、 最下の生枝の根本か ら地

表迄の距離であ るが、 カ ラ マツ の虫rr< 枝の切口より 第二共の不定~Jニを生ヂるものにあ‘りで は此

の不定芽を認め友いで、 元来より の第一次の最下生枝の根元の高さと云ふととに して居る 、 戸又

枚張りと云ふのは、 各横枝が;I;lli表に投す= る正射i診の 中最長の も の只一本を孤IJったも のである 。

iü ) 枝下高 ()~ ) 、i i ) 樹高(尺) 、

( 2 )既往に於ける蛮表

第 1 回報告は林業試験報告第25蹴(大正13年 ， 1924刊行) κ 、 第 2 回報告は同第 27 ~虎 (昭和

2 年、 1927刊行) に 、 第 3 回報告は同~~37枕(昭和116年、 1941刊行) に護表 し、 本報告は第 4

固に首 り且つー先づñ:~末の も のである 。

(3) liAA金の経過 、

明治37年 (1904) 植栽施行以後、 '毎年相営の下刈を行ひ、 逐fI寺斐切、 除伐、 枝打ち並に間伐

を施行 し今日 K及んだ も のであ る 、 今各誌!段l亙K於け る間伐施行年零を示すと、それは Table 2

のおtである。

III 一膏同齢林の構成獄態 ，

(1 ) 直径と樹高 と の閥係 .

i ) 和~~j関係 調査の都度樹高は 1 尺置きに 、 直艇は 5 分世き K簡約 し、 直径階別樹高階別本
r 

j鉄分配の一覧表を作り 、 之を資料と して研究を進めたのであ る 、 市 してそれ等資料表の中、 第

1 回報告より第 3 回報告に至る も の除の Table 3 の示す内容通りに摘記しであるから本報告に

掲ぐると と は省略するとと と する 。

ダくぎにアカマツ林に就て は昭手lü8年 5 月 ( 1943) 、 カ ラ マツ林I'L jjþtては昭和117年 8 月 (194'2 )

調査を了 したる耳位階別樹高階別本数分配表(但 し!日]伐前の も の)を示せばそれは Table 4. 

( 1 ---:12 ) の様であ る 。

Table 4 1'L於け る本数分布の欣態は既往の調査と共軌をーに し、 今回 も亦表の左上より右下

K向ふ羽角線I'L添ふて集中する傾向が制著で、ある 、 拾に於て進んで、 直径の樹高I'L~討する相閥

比 ( 77D.H) 及び樹高の直径~I'L劃する相関比 t17H.D) を求めて見た庭、共の大部分は 仏 5 以上

の値を持つととが確かめられたので、あ る 、 今既往K於て調査 し得?とる相閥比を全部ー表K取り
¥ 

旗めて見るとそれは Table5 . の犠になるのであ る 。

今此の去を見ると 、 次をの棋なニヨの事賀を認め る ととが出来る J 共 1 は求め得たる相闘比

の全撤:アカ マ ツ林K於ては82、 ヵ、ラ マツ林K於ては72で遣うるが、 共の仁1.1 0 .5 以下の値を示す も

のは アカーマツ林に於て只 1 炉|あるのみでるる 、 而も此の)!&1n~lマ さ へ も 0 .46 であって、 二やがて

0.5 1'L:ÌlÍ. きも のである よ されば11[:の事宜から押して、 一済問l姶の針諜』制ょに於て之を構成する
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側樹の直径ど樹高 と の聞には高き相関関係が成り立って居る、即ち直径の考古主 る も の程樹高大

と 友り逆に樹高の大怠る も の程直径大 と 主主る 一般傾向の存するととを磁ZE し得るに至ったので

あ る 、 共 2 は今アカマツ林と カ ラ R ツ林とK分けて 、 求め得たる相関比の官立を大いさ の範位i別

、に振 り 分けて見る と 、 Table S . の様になるのである 。

此の表K依る と 、 ア カマツ林と カラ マツ林とで有l閥比の航を著し く よ!l; i;主らしめて居る ととで

あ る 、 Efちカラ マツ林の方が常K共の値が高いととである 、 此の ととは確に樹種K依る差異が

るって、 ア カ マツとカ ラ マツとでー賛同齢林の柿波紋ー態を具に して居るととを示すも の と認め

る とと が出来る 、 尚此の司?に就ては 、 別の機合K於て更に深 〈 研究 して見る とととする 。

・鳳 Tale 5 . の事:賀を数字の上K於て知らんと欲して 、 各年次別直僅階別平均樹高を総覧 して

見る とそれは Table 7 . の様lて な るのであ る 。

/ 託) 樹高曲松 Table 7 . の数字を資料として進んで・各林分に於け る樹高曲総量求めて見た慮、

そとには種、の注目すべき結果を得たのである 、 今之を樹高曲線の求め方と 、 樹高曲線の貰牒

と のこつの部分に分ち記述しやふと思ふ。

樹高曲紘の~Rめ方 先づ本数分配表 (例へば第 7 表) の上から求め得たる各直径階別平均樹

高を材料と し、 之が 3 賠移動平均値を求めて 、 或程度曲紘の形を平滑主主ら しめ 、 是等移動平均

値を賞。験教と見倣して 、 共曲線の走向を強訊1) し肉眼鑑定を以て 、 T象め共の曲線の一般式を想定

し、 連立方程式を解 く 比 ff; り r~fflせら る る消去法I'L依って共の係教を算出する一種の簡易法に

依った も のである 、 但 。し本計算に於て 3 鈷移動平均値を求むるに営 り 、 j与の各直経階K属する

本換を重さとして考胞に入れたのである 、 今アカマ 竺林の 4.5 ム植栽の中昭和18年に於けるも

のを一例K と り 之が樹高曲線式を求むる計算例を順を迫て示す と下の様である。

先手第-1'C 3 話移動キ均fi立を求める計算例を示すとそれは Table 8 . の様で、ある 。
次ぎに本数分ギTj表 (Table 4. ) よ り算出せる平均値と是等より誘導せられたる 3 制移動平

均値と の関係を園示すると、それは Fig.1. の如 くであ る 。 而して此の3 賄移動平均値を連ぬ

る曲棋の走向より共曲線を y= axb + c 卸ち H= aDb+ 4. 0 (但 し4.0は胸高を意砕す) なる弛物

線と推定Lたのである 、 そとで之を書き直して見る と 、 • 
H-4.0=aDb Iog (H-4.0)'=Iog a+b Iog p 

と え工 るのである 、 更に泊去法に より此の係童文 a 及び b を~ì= H\ したのでるる 、 共の 計算例を示

すとそれは Table 9. の様である。

扱 Tahle 9 . の計算に依って

log (H-4.0) =1. 39ï97+0 .令195010gD

ゑる曲線式が求められたのでるるが、 此の曲線式が宜保~ rL趨合せる も のなりや否やを検討 して

見る とそれは Table 10 . に示せるが如き賞。列 と 主主る のである 。

邸ち此の表に依れば、 首初 3 穀i移動平均の rlil純が示す大惜の走向から此の樹高 fill線が H= a
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Db+4.0たぬ物J悦友るべしと目棋を定めたととは大憶に誤りでなかったと云へるー様てあお、 以

上が樹高幽棋の求め方'の貫例である 。

樹高曲線戸賀開 以上示したるが主nき方法のーもと K 、 先づアカマツ林に於て句、 大正 4 年、 J
、

大lË 8 年、 大正10年、 大 IE15年、昭和 5 年、 昭和 8 年及び昭不lü8年K亙る毎回の測定時l乞於け

るものの、 カラマツ林K於ては、 大正 3 年、 大正 8/q三、 大正15年、昭和 5 年、 昭和 8 年来び昭

京117'年VC ::E る間笥ご回のìJlIl定時K於けるものの各位階別の樹高 3 賄移動21工均値を示すと、 それは

Tab1e 11. ( 1-10) の如 くである 。

向カラ マツ 4.5 0 .. カ，ラ マツ" 8. 口の 2 厄は其告す;準地面右5過小であって、 残存本数極めてo、

友いのである 、 依って不趨首と認め樹高曲線を求め主主かったので、ある 。

今 Tab1e 11. fZ:示されたる 3 思I~Î移動平均値~寅!段数とし、先づ曲線の走向 l乞依り斯くあるべ

しと推定せる幽記長の一般式を目棋とし、求め得たる曲線式を併記するとそれは Tab1e 12. (1.2) 

のÐ長である ο一

扱以上の研究に依って吾々 は何を知るととを得たかと云ふ と、 ~n は一貫同齢の針葉枝t林I'L

於ては同ーの林分であって、而も同ーの直径階でるっても、之にまJする樹高は林齢ど共K異左

って来るも のである、卸ち林i給高きも のの樹高曲線と云ふ も のは、それと同じ林分の林齢、新き

時代の樹高FlIlffJilの延長で、はない、 常に別の rJJI線め一部として瓦71止に重さ伝って出て来るものでJ

ある とと、第 2 は樹高曲線には種々の型のある ととであっτ、例へば主.5 ムの植栽E支の も のは

林齢の高きに従い、
，. 、 官、 .

bB-it-jt 
H=ae +k , H=ae 十k , H= aDb + k 1;主る 3 種の型に此の順に依って曲

級式を推移せしめて居るが如きも のである、第 3 は此の表の内容を見急と共JWに二つの新事貫

ー VC策付 く のである、自IJ ち(1 )アカマツ 6.0 口 の昭和 18 年(1943) VC於けるものは、 一般式

C 
log CH-k) =loga+.ﾐb 10ge-ﾌ)loge VC於τb の値が負であるととでるる、従て B = Ibl と

すれば式は log-Ca-k) = 10回-DBloge-jjI? と書き←換へらる初であるが、 期〈の如き

f1h紘の有する性質ほおl何友るも のである布よ云ふと、 Dの他が或程度を越えざる限りは、 D が

大 と1'J.るに従ひ、 H も大となるが、 D の値が或値を越えると、 D が大 と1'J.るに従い、 ' H がノj、 と

なるが如きも のである、叉 ( 2 ) アカマツ 8.0 口の昭和18q三 ( 1943) I乞於けるものであってー

c 
般式 10g (H~k) = loga十D b10ge-百 Iog e に於て c の他が負とな る ととでる る 、 (!U ちド|

= cとすれば一般式は log (H-k) = Ioga +Dbloge+長 [oge と書き換比るととぜある 、 而

して斯く の如き曲線は如何な る性伎を有するかと云へば、 D の他が或程度以上大と td1.-ば Dが

大なる比従い Hはカ11速的に益々大 と友 る即ち曲線Ir:t当事ろ上向合 VC _l.:.がるのであるが三;草κ Dの ・

1n直が或程度以下托/)、と友ると、 Dがノj、とな るに従い Hは却って急速に大となって曲純ほ結局 Y

車両に添ひ並行の位置を取り無限大となる性質のものである、而して以上二者共にそれが現賓の
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問題陀j鰐れて居る部分は、 共K以上の虫FI き矛盾を生ぜざる範囲か宮き H '， さ れて居る のである 、

倫此の事買はカラ ? ~乙林氏就ても再び記述する つもりである 。

三えぎにカ 芳 マツ林の樹高曲新u'C就て も、 之副持寸して見た庭、 やはりアカ マ ツ林同様の事寅
" 

を殻見唱 し得たのであ る (但 し前越せるが主fI <カ ラ マ ツ林に於て は 4.5 口 と 8，.0. 臼の、2 R[.は共に

共の側主地の商積が非常: rc小であって、 共の中』て存する立オミ本数過小の矯め研究の組上K乗せ

るには不適首の も の と認め、 是等の研究は都民 4.5LS. 、 6 . 0 ム、 6.0 口、 8. 0 ムの 4 B!k就ての 、

み行恋ったのである ) 、 帥ち此の表に依って見らるるが主fI < 1015 (H-k) =Iog+D b log e-

、‘長 l附友る一般式に於て b の値が負な る場合印ち Iog (H-k) = 1山一DBloge-告loge

主主る形を取るも のは 6.0 口直の昭和17年の も の、 8 . 0 ム直の大正15年、 fJ日新 5午、 昭和 8 年及

び昭幸1117年のみK現はれ、 又一般式の c の値が負なる場合的ち log (H-k) =loga+Dblug 

e+tlo付る形を取る(のは 6. 0 口匿の昭和 8 年の場合K現はれて居る ので抗、 されば、 〆
J::記の虫u き特別えまる形を曲脱が取る場合は二つ在がら 7.カマツ林に も カラ マツ林K も現はれて

居ミ5底を見る と斯かる現家は一斉同齢の針菓樹林の構成上共通せる性質と見る と とが出来る様

である。

扱 七記のl<~1 き研究に依って求め得たる各曲線の適合jilt態に就て検討する とと を目的と じ、 2主

' 磁f直ど算I:U値と の10\'-1毅を表示する とそれは Table13. ( 1-13) の様にた石のである 。

今此等Tえble r2 ~ 及び Tað1e 13 . の内容を闘示ずるとそれは Fig . 2 '. ( 1-10) の様になる

のであって、 Fig. 2. rc於け る各曲紘を其の憧延長 して見たのが~ F{g. 3. (1-1()) でるる 、

而 して Table 13. の内容及び Fig 2 . に就て通覧するに多少の無理は菟れ難いが大韓f乙於て

冬山総の誼合性~認めると とが出来る様である 。

女主将於て アカ マ ツ林、 カラマツ林のこ者を通じて共鹿K現はれたる樹高i曲棋の型式を示すと

bD一会
第 E型式 H='ae 十k 又は

log (H一旬 =loga十Dbloge一台 10g e 

-b 
B 

tfOI 型式 H=ae 千}王 又は

Iog (H-k) =:= loga一台 loge

第 :m型式 . H= aDb+k 叉は
log (H-k) =log a+b log D 

c 
之でるる 、 log (H;-"k) =loga-Dbloge-:ﾌ) loge の型を見せて居る場合 も

‘ ー

c 
log (H-k) = log 手 十 Db log e'-t :ﾌ) Iog の型を見せて居る場合 も共陀 第 I

、 型式の特別な場合 と見倣して、 各林分が林齢の推移と ;}J.，: rc如何に共の樹高曲紘の型式を援へて

, 
• 句.

, 
、、
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行く も のであるかに就て検討して見たのである 、 先づ Table 12 . の内容牢此の型式K依って分

けて見る と それは Table 14場 の本主になる のである。

此の表を見ると 、 ・ 吾々は共所に一つの傾向を殻見し得た様に忠ふのである 、 卸ち研究の1>[象

たる林分は10~う るが共の中樹高曲線の型式が~~.司鈴の高きに従い I→III の方向に推移 して居ると

僻轄し得5も のが8 、必 し も斯ミ認め難きものアカ マツ林に於て6.0口直カ ラ マ ツ林K於て6.0口

匿の 2匡である 、 而して是等を特殊の場合と認めれば、 一斉同齢の針英樹林の構造の一部とし
きrw:r

て、 直径階に封ずる卒均樹高の動き 、 自11 ち樹高曲移民は林愉が高き に移るに従い大関に於てヨたぎ

の順序陀共の曲線式の型を鑓へるも のの様である 。

b 一台 一台 L 

H=ae +k → H= ae 、十k → H= aD
U +k 

而もアカマツ 8 . 0 口に現はれたる現象より 推察すれば、 一端 III の型式となりたる も のκ 壇賞

怠る間伐を施す友らぽ、それは再び I に戻る も のであらふと云ふととになるのであ る、自P ち之

を模型に描けば、 樹高曲線が林l輸と共に推移 する j伏態は I→II→III→I→II→III と友 る も のの

様である。
, 

( 2" ) 直径 と枝干高 と の脇係

調査の都度、 直径は 5分置き 、 校下高は 1 尺置きに簡約し、 直位階別枝下高階別本数分配の

一覧表を作り之を資料と して研究を進めたのであ る 、 市して共の資料表の中 、 銘， 1 回より 第 3

回報告に至る も の は Table 15. の内容の示す様に掲記 しで あるから本報告に於ては是等は省略

する と 主と ずる 。 〆

5請にぎにアカマ ツ林K就ては 、 昭和18年、 5 月 (1943) 、 カ ラ τ ツ林に就ては昭和17年 8 月 (1

942) 、 調査を了したる直径階別、 枝下高階別本数分配表を示せば、 それは Table 16. Cl-12} 

の様である、市して木表に於ける本数分布のi伏態は既往の調査と共の軌を -I'C して居る 、 自P ち

今既往K於て求め得たる直筏t亡霊Jする校下高の相閥比を一覧表に作り 示すと 、 それは Table

17. の様であ る 。
匂，

今此の表を通覧する に、 共所には樹性阿佐や る差異が見え る様である 、 卸ちアカ マ ツもヵ テ

マ ツも共に共林齢の若い時代は相闘比は 0.5 より ノj、であるが、 此のf頃向は!f41'C アカマツ林K於

て顕著であ !入カラ マグ林に於て時々 0.5 よ り大友る場合を散見するのであ る 、 然る に林齢滑

〈 高きに伴友い、 アカマツ林に於ては昭手lü8年の調査に於て 、 共の 8. 0 令植栽m~於けるも の

が始めて 0 .63 な る 0.5 より 大なる値を示 したのみである の l亡 、 カ ラ マツ林に於ては、 昭和8年

首時の調査に於て、 既に其の正|三数は 0 . 5 もし く は 0.5 以上の他を示 し、 昭和17年(1942) に於

ては共の全部が 0.5j以上の他を示 して居る のである 、 主主に於て進んで相関紙態の方向 を知 らん

と 欲 して 、 踏の も の相関係教を求めて見たのであるが、 共の結果は Ta bJe 18 . の様同った

のである 。

• 、 噛

. 
‘ 、
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卸ち共他はカ ラ マツ林の 6.0 6、 8.0 口の 2 匿を除きては悉 〈 意味無き結果に落付く のみ主主

ら歩、 此の I:IJ 6 . 0 ムl亙の ものは負 8.0 口匿の も のは lE::の符披を取って何K も 一定の方向を示 し

て居な い、 帥ち以上の結果を綜合すれば、 直衛と校下高どの I IJì i'Lは何等かのi比係あり と は僻耀

tL\米 t:t. いのでるる 。

( 3 ) 直径 と校張と の閥係 , 
調査の者15度直径は 5 分世き、 枝張ば 1 )亡世きに簡がJ し、 也僅階日 IJ校接階別本数分配の一覧表

を作り之を資料としでと研究を進めたのである 、 而して共資料表の中第 1 回報告より 第 3 回報告

に王る も のは、 Tableユ9 . の示す内界の通 り 描記 しで あるから本報告K は是等を省時するとと

とする 。

ろえぎに ア カマツ林に就ては昭和18年 5):1 (1943 ) 、 カ ラ マツ林K於ては昭和17年 8 ):J (1942) 

調査 したる直径階別、 校張階別本数分配表を示せば、 それは Table 20 . ぐ1ーナ12) の様であるo

i等の表を見るに 、 共の傾向は直位、 樹高の場合程顕著ではないが、 数字の分夕刊え態は表の

左上より右下K向ふ釘角線K添ふて集 1/-1 して居る のを見る のである、 今既往K於ける計算の結

果を一表に取り縛めて見ると 、 それは Table21. の棋に友るのである。

此の表に依れば求め料たる相闘比6011占| の「ド 0 . 5 より ノj、主主るも の僅i'L 3 例であって 、 間もÂ最

小の も のが、 0 . 4! と云J~ fllLで・ある 、 向是等の童文乎をよく調べて見ると 、 アカ マツ林に於ては

相倣j比の最大 0 . 83 故小 0 .58 i'L !J しカ ラマツ林K於ては拡大 0 .95 最ノj 、 0 . 43 であって相闘比の

1i立の大ノj‘の íl屯闘がカラマツ林のそれはてカマツ林のそれに比して腕いのである 、 市 も カラマツ

に於ては 0 . 5 以下のiniの も のは全部林齢の比較的低き時代K現はれて居るの:である 、 此の事責

K棋擦を求めて立論すれば、 一荷同齢の針某1b捌2の柿成JIた態の一般性と して 、 直{!l~と校張 と の

聞には高き相IMJ閥係は成立つては居るが、 共の相防j比の仙は樹種筒:1て多少共の大いさを異K し

て居る 、 印ちカ ラ マツ林はアカマ ツ林K比して共の若き時代K於てはJltの関係は寧ろ低き程度

を示 して居るが、 林齢の高きに従い、 J逆Kアカマツ林以上此の蹴係が高くなって来る も のの様

である 。

• 
( 4 ) 以上の摘35

以上記述し来りし底 iて依り一向同齢の針葉樹林の抑l戎)1)(態K就て共の摘要を述べると~くき'の

'*項の犠でまうる 。

i ) 一斉同齢の針葉舷J林内 i'L於て 、 之を構成するイ1M樹の也仰と樹高とは1I:κ相側し、 直径大 と ‘

たるi'L~足い樹高 も亦大 とたり 逆に樹高大と友るに従い直w も亦大となる傾向あるをf線認する と

とが出来るのである 、 ïfp もと の ととたるアカマツ林に比しカ ラ マツ林にゆきてq~\; i'L共のft1i向が願

著である 。

ii ) 一湾問齢の針葉樹林内K於て之を構成する例樹の枝下高を也但K閥係せ しめて検討 し古見

?と庭、 共間何等の一定せる傾向 ある を認め難いのである 、 而 して共の林齢の低き時代に於ては

/ 
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直挫の如何に係ら-y.-. 林分'hfに共句校下直jは一定たらんとする傾向あるを認めるとと泊三出来る

カ号、林齢の高き阿倍ひ此の傾向も』明確でなく君主って氷る、新局今の底直枝、 並下高の二者の闘

傍、は不明である。

iii ) 一斉同齢の金l葉樹林内に於て之を構成する個樹の校張を直控に関係せしめて検討して見た

底、共の聞には相首高き相閥関係の干t-するととを石?を認出来る厳である、 t':! n ち直径の大;なるも の

程枚張りも大となる傾向があるのl-C~ある (但し校張とは如何なるも のを指じて云ふかに就ては

( 3 ) 項を参!!袋のこ と J 。
〆\

!v ) 直径十乙関係せせ しめて求め得たる樹高曲線には 3側の型式があって、共の各の型式拡林齢

の推移向車じて一定の11原序の下に現時れて来るも の，の様である q

以上ーの摘要中心、 ii)、 iii) の 3 つの傾向は翫往に於て ß(.ç 1 回 、 第 2 回及び第 3 回の報告に ，

於ける結論と金〈一致 して居って此の 3， つの劫買はー湾問齢の企|葉樹剃えのお育成d二通有性と見る
、

ととが出来る棋である 。 而しτ iv) の事賓ほ今回の報告に於て始めて殻表したる底でiJ'jる。

IV 植栽の疎密が寧位面積嘗リ ( I 町歩及び I [(13 ) に

本書致、 材積に及iます影響

(1 )' 植栽の疎報企木勤減少との閥係

各試験l!i[1'L就τ怯:準地問積及び試験開始jy;時より 今 El fLÆ号 1: 1]、 各i!llJ):C時 tて於ける賀在本数 ー 。

鐙化の依態を表示すれば、 それは Ta'bJe22 . の様である 。

此の去に依札ば、 現在戸1>:教が蛍-初本数に却する比率は谷社直笹15.ゆでるる、 :gp ち「iij伐及び自然

枯鵠l乙依り本数の減少する割合ば符植直程大であるモ云ふ一般傾向は認めるととが出来る。 、

Efi ぎ tに此の Ta-J;> I~ 22. の内容宇 11l1J歩首り及び:， 1.1泊:~J; りに扱明[Gて見る在、それは Ta.ble23.

( 1. 2) の糠になる のである 。 • 
、、

今 Hl1歩賞りの数字を見る，I'L現在木製;が首初本敢に制する比率から見て符植医J樹立主主減少が

多い E云ふととは直に認めらるるのであるが、其の残存木製' I'C於てアカマツ、 8 . 0 ム直が異常に

砂友いのはJ部被害の矯め林相が絡に破壊せられ八子として居る矯めであり 、 7J ? マツ 4.5 口と

カ ラ マツ 8 . 0 口の 21亙が異常に多いのは、 Table22. I'C見るが如〈棋準地商積過小なる持め之

が 1 11 1] 歩賞り換算佑が趨正なる も の，を示し得ないととに原因がある蘇である 、 而してたれ喜多の

質情を考慮K入れで考査するに 、 結極平制1í:];[[程本数の減少する割合は大でbるが、 t':! nも各匿と

も林齢の高きに従い、 共ø単位聞J1告官;り の本政は漸北近似し来るら のではあるが、 又一方伐期

K於:ける残存斗3設は依然と して務純区に比較的多い と云ふ傾向は之を確認出来る様である 、 ホ~

此の本数減少の欣態を 1 附首りに就いて開示するとそれは Fig. 4. ( 1-12 ) の様になるのであ

る 。

( 2 ) 櫛栽の疎w，: と材'lj~]立民 J比獲量と の関係

. 

'" 

r " 

.~ 
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各試駐匿に就て共第1 回測定首時より現在に至る材積成長並に 1~穫量の培;111 を賞敢に示せばそ

れは Table ~4. の様であ る 。

-・b
‘ 止tの表の内容に依り共 1 111J渉首 り 材積及び 1 1沼嘗 り材積を算出すれば、 定れは Table 25. 

(1. 2) のおUC左 る のである。

T瀉le25. ~C於て見るカ効1 < アカマツ林に於ては総!1汝穫量に於ては新植l!ì[rÆ.*であれ現在

材積、 臨往間伐木林債の合~~tの二者に於ては、 多少の不規則はあるが大関IC於て新植匿の方大

友 るが如き傾向ある を認むる ととが出来るのである 、 カラ マツ林に方さては前述の理由 i亡「依り 椴:

準地遁ベ!、主主る 4 . 5 口及び 8. 0 口の 2 亙の敢宇佐遮lE-~íl決 〈恐あるを以Pて北較の閏外に置くと才

れば、 現投材積、 既往間伏木材積の合計、 総綿v牧l炊交1獲藍量の三手者雪tに亡吋:方於B於さてE跡キ納功布湘i斑E直の方i等s字Eろ4材財宝大ヨ主ゴ~" Iヘ，

， るが如 き傾向ある を認め る ととが出来るのである、削ち材積闘係を比較の基準とす紅ば、 アカ

マ ツ林K於ては明に幸子i植を有利、とし、カ ラ可ツ林に於ては疎舶を有利と認、め得るのであ るが.

共の差は官会り顕著で-ないのである‘ 主主K於て草木材1J'tを比較 して見アζのであるが、 その結果は

Table 26. の様である。

印ち此の表によればアカマツ林K於てもカ ラ マツ林に於て も翠木材積は疎摘|長の方太なる傾

向あ る は二者共に一致 しては居るが最大最小の聞きに於てカ ラ7Ftメ林の芳が者 b.- (大であ る、

‘ 此め現象は 、 やはり樹極毎ーに有する特性の然らしむる底であって、 此の性績が二者共応遊林製

3;;J'Jî謂鴎樹でありながら 、 植栽の疎密部経桝上に及ぼす利客を云ふこと広'なると其の結果を柑

反せ しめて居る とと の原因を・放すも のであらふ、 向単位面積に劃する材積に於Z現在材棋と低

' 柱間伐木材積の合計とを比較するに、アカマツ林K於ては各試験1亙を通じて需に現在材輸の方

間伐材績の合計ー よりも大であるが、 カラマツ林に於ては、 3区は現在材積の方が大でるり 、 共

の他の 3恒は間伐材積の方が大となって居て一定の{頃向を示 して居なか、 而 して 、 前述の理性l

に より 4 .~ 口と 8.0 口の 2 匿を比較の圏外に世 くときは爾飴の 4 匿の中 3 m;迄は間伐材1賓の奇

計の方が現恋材積より. も大である、卸ち此の事ーに於ても 、 アカマツ林とカラマツ林とが共構造

を ;ぞに して居る ととが競い知ら るるのである 、 f古~Iltの材積成長の関係を共の J Il�'i¥]i: j) I'L換算せ

るも の を|剖示する と それは Fig. 5. (1-12) ー
ス 1 陥首 り組、J炊主主材積を各試験WÄnこ就z岡示:するとそれは Fig.6 の棋になるのである 。

( 3 ) 以上の摘要 、

本fk記述じ来った庭を摘記する と弐ぎの様である 。

i ) 各林分共に欝閉iU\態 I'L 1:悠・じ苛

於ては制裁の疎斡を;廷にせる閥係上同時に間伐を施行ずる と と が出来君主かづたのだある 、 而-し

て密粧直程間伐開始の時機が早〈到達 し?と 、 .同時に今日 約三至る迄間伐の繰返'し度教は経湘ー医程

多 くなったのである仇カ ラ マツ林は之に反し各林分を通じ略同時広朗伐を開始じ~~.tさのみ丘

ら歩、爾後も各林分を通じ常に同時に間伐を繰返し得たのである 、 之は寅地に於けまる肉眼観察
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の結果7カマツとカラマツとで、 n~l伐K よりて生じたる疎開部を残存木の枝が仲張しτ閉鎖す

る早さがカラマツの方がアカマツに比して早いととと、隣接木と競争して樹冠の形が偏侍し来

るととはカラマツの方がア方マツより早〈且顕著友るととに蹄因せしむべきものの様である。.- -
話 ) 現1伏卸ち約40年の林l姶下に於て、単位商積首りの本教は間{えが繰返さるるに 1'1~ない非常な

‘ 謹さを以て互に近よりつつあち、然し友がら向米だ密植1亙に多く疎植w[K少ないf頃向は失して

居ない。

iii ) 材積的の関係部ち多J炊控と云ふととを比較の基準とするときにアカマツ林に於ては明に続

植を有利とするも、カラマツ林に於ては寧ろ疎植を有利とする傾向を示して居る、尚進んで此の '

事寅を仔細に考察するに、以下の如く推断し得る棋である、自Pぢ疎植匿に於ける箪木の肥大成

長は、密植l直に於ける草木の肥大成長よりは早いととは、アカマツ林、カラマツ林を通じて同

様であるが、共開きがカラザツ林の方が比較的K大である、而もー済同齢林の構造として太き

木程高いのであるから、疎植直の平均高の方が密植直の平均高よりも高くなって来るかと云ふ

と必じも然らす=であって、比の貼に於てアカマツとカラマツとは非常に互に異なる特性を有 し

て居るのである、卸ちアカマツは幼齢より世齢に至るに従い密立する程上長成長が良好であっ ' 

て斯かる環境の下に於ては、直僅のIJ、なる割合に樹高の大なる樹形を呈するものであるが、カ

ラ マツは斯かる特性に乏しく常に太きも の程高い と云ふ特性のみを示すものである 、 従って一

方非常な早さで林齢と共に本裁が近よりつつあるにも係、らす、J 幼時に於て早くも疎植医K於て

太い木が多くなり其の結果として疎植直には高い木も亦多くなり最後K於て疎他匿K於ける草

木材積が密椴直に於ける草木材積に比じて著しく大となるの結果を招来するのである 。
/ 

V 植栽の疎密が樹形に及ぼす影響

(1)植栽の疎密と胸高直径との閥係

各ìnll定時に於ける試験直別、年失別直径階別本数分布の推移71た態を示すと、それは Table 27. 

( 1. 2) の様である 。

次ぎに各iJlll定時K於けるf，-:tt験直別、年矧11'の平均直径 CMD) 、 棋準備l~~ (σD) 及び鑑真係
亀

撒 (c.v) 等を表示すれば、それは Table 28 . の様である。

今此の表tU交る と二三の事貫に策付く の七ある、自[J ち アカマツ林に於ては甚だ不明瞭ながら

も疎植直程共鎚見係数大と怠る傾向がある様であるが、 'j] ラマツ林K於ては此のイ頃向は対んど

認められ友い、 之はアカマツ林に於ては疎楠直程其の直佳が不揃とた る傾向が{革に認められる

が、カラマア林に於ては斯カ1 るイ頃向は殆んど1ì.-い様で遣うると云ふととを示して居るのである、
宅跡

弐ぎに之も多少不明瞭ではあるが、アカマツ林に於ても、カラマツ林に於ても、 林齢低き時代

の方が嬰異係数の伎が大である様に認められる、印ち林齢の高きに従い、漸ヨた直佳が織って来

るものの様でるる、もし然りとすれば、此の現象は幾魔も繰り返さるる間伐の影響と見るとと

が出来ると思ふ。

ノ
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扱 Table28. I'L見らるるが如 〈、各iJU!定時に於ける平均直部と植栽の疎特問lち首秒jの 1 ~í'i'蛍
'* . 

り中毒栽本数 と の問に何等かの相関関係が成立って居るかどうかの検討 に入らふと，Eふ。

先づ嘗初 HîJ官;り植栽本教の仁Il 、 アカマツ林に於て最' も密植1亙たる 4.5ム直のオ~:1&を 100 と

し共他を相!底数K換算し且各年ヨたに於ける平均直径を是等換算数字と割膝せ しむれば、 それは

Table29. の様ーにな る のである。

斯くして此の Table29 . の欄 2 の数字列と之κ躍す京る欄 3 以下の数字列と の聞に相関関係が

成り立つや否ゃに就て検討しで見たのでるるが、 其の"i~J として欄 2 と欄 3 (大ïE 4 年の平均直

径) とのこつの数字列の聞に於、け る相関係数の計算例を示すと Table 30. の様にな る のである 。

以上貫 lyJj と同様の計算を繰返 して得たる結果を表示すれば、それは Table 31. の様である。

今此の結果を見ーるに符琉負を示すも のは 、 植栽本教が大とな る K従ひ 、 えji-均直径ノj、となると

とを意味して居る、然るに符競負を示す r の値の 中 1919 ， 1~23 の雨年のものは意l応なきもの .

1915 , 1926 及び 1943 の三年のものは、. 有意味であり且 0.5 より 大友るに釘し符披正を示す r -

の値は悉〈意味お:きも のでまうり且 0.5 より /1、で、ある 、 自Pち前述せる虫n < アカマツ林に於ては、

簡閉の閲係上各試験置を通じ同時に間伐を施行し得ざりし魚~ll3:主に於て植栽の疎符と平均直径

"" 
の閥係は一時不明に陥りたるも、林齢更に高きに進み且!J1伐回数を重ぬるに作な い、 再び本

来の相閥関係に戻りたるを示すも のである、卸ち此の結果から見て 、林齢4051三の今日尚首初櫛栽

本i訟の多きも の15.平均直僅ノj、と 怠る関係を持続しつつあると とを知るととが出来たのである 。

以上と 同様の模作をカラマツ林K宛てはめて見た庭、先づ Table 32. を制限し得たのである 。

此の表の内容に釘 し Table 30. 同様の計算を施 して見た庭共の結果は Table33 . の如 くであ

る 。
、，

即ちカラマツ林K於ても、アカマツ林同局;林齢約40年の今 日中塗K於てE延々間伐は繰返され

たにも係らす?、側主l亙程平均直艇が細く あるべき閥係を断交 して居るととが認められる 、 ， 而も

間伐が各林分を通じて同時に行はれ得ぎりしアカマツ林K於て 、・ 相関係数の符慌が中塗K於て

時々 IEを示 して居るK封し、間伐が常に各林分を通じて同時K施行せられたる カ ラマツ林K於

て相関係数の符蹴が常に負を示して居ると&は、 アカマツ林、 カラマツ林K3討する取扱のよ更な

る果Mc蹄因 し得る も の と見る ととが出来る 、 同時に樹種毎の特性の設を語るも ので遣うると足、ふ。

(2 ) 植栽伊疎読と樹高と のIUJ係

' 各首III定時K於ける献験問別、年次別、樹高階別本数分布の推移批態を示すとそれは Table

34 ( 1. 2)' の様であるィ ー

今是等の資料より 算出し得たる平均樹高 (MH) 、 標準備挙 (σH) 及び鑓真係強: (�. v) 等

を年次別K示せば、それは Table 35. の如 くである。

此の表を見るに.~ 21三均直径の底で控べたると同様の傾自を樹高K就ても見るととが出来るの 、

である 、 帥ちアカマツ林では跡中ilHi"K程共の樹高が不揃と在る傾向が僅たがら認められる，_iJ' 、 電 力
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ラ マツ林に於ては斯かる傾向は認められないのである、 ，次ぎに之 も多少不明瞭で、はあるが、ア

ー ヵマ ツ林K方子ても J カ ラ マツ林に於ても共tて林l紛のf民き時代の方が鐙具係数の1í!立が大である様

に認められる、印ち林齢の高きに税い漸次樹高が揃って氷るものの~義である、もし然りと.すれ

ば、此の現象は植栽後今日に至る rl H走路度も繰り 一巡へされた間伐のお響と見るととがI-L\来ると思

~、。

:;7C ぎに組栽の疎与野ーと各"'*分の.7p.:lbJ樹高と の閥係を 9:11 らんとして 、 21:i.. .Ji.j iLH~!~の場合と!日]様のn

!!計変 (Table29. 参!lのを作製するとそかは Table 36. の様である品

此の 2 欄の数字列と各年次別平均樹高の数字列自[J ち 3 間以下各側の数字列とのíj1:IJJC存する相 .

閥係数を Table 30. tて示 した る と向様の~f.'明記より X;L/l'， して見る と、 乏れはTabl~ 37 . の級友 ・

糸!;よfL となるのである。

Table 37. [て見るが如 1 < 相側係数の他は悉< 0.5 以上で・あって稲;率記長訟の1f~i.との樹上1::-'-.ずカ

マツ の 1930 年及び 1943 年を除けば他は全部相側関係の被立を示して居るのである 、 市も共の

ギF放lまアカ マツ林lて於ては悉〈正である 、 換言ナれば、 植栽本数多きものJ是正jS.均樹高が詩〈主主

る傾向むるを示して居る 、 叉カ ラマツ林では悉く 負である 、 換言すれば植栽本数多きもの桂平

均樹高が低<.くなる傾向あるを示して居る のである 、 而して此の傾向は初度の測定首時より 不

日 i乞至る 11日共盤持締されて来たものでるる 、 然る I乞飢lて摘げたる Table 31. 及び Ta日e33.. の

結果l吃依れば、 植栽の疎!((-，:と 王子均直街地の閥係は附桧!駐を通じ共の*F-I閥系教は常lモ負を示して

居る、 t3IJ ち植栽:<f正数多きもの程卒~J直1JI~ノl、となる傾向あるを示して居るのである 、 今是等の紺

:!l~主綜合すれ..tt . アカマツ林に於ては特fi!五区程21';'必J樹高高きに~J し反1t~L:平均在住はやとなる

傾向ある を認め得るのであって 、 今本数の ととは暫〈之を比較の外に置き草木r就て恨りに草

木の大なるを有利としノj、なるを'不利とすれば、 プカマツ林氏於ては 、 平行植は樹高K封 し有利で、

あれ 直径lてf:t し不利となるを示，して射る のである 、 然るにカ ラマツホI~I'L於ては 、 直怨(樹言語i共

に疎杭の方プC となる傾向あるを示 'して居るから 、 カ ラ rマツ林tζ於ては 、 政;植の方常に有利友る

の紅;某となタて予Ktとのである 、 斯〈枯J位旬Jr:異なって居り且極的て明確なる叉極ゐて注目すべ

き結果1'1:到達せる原因は何れにあ担やと云へば、 恐らどは之は粒f駈É]:I'L有する何かの~~，性に蹄

すべきものであると推定eされる のである。

以上.は植栽の疎密が共の各の林~の平均樹高に及ぼす影響であるが、 前章「7済同l紛林の構

成jlJ~態J I'L於て記述せるが虫11 < 、 直径と樹高とは互に相闘して鐙化する も のであるから、ーヰタ

分のJ1三均高が首初の植栽本敢に閥係 して嬰化して居るも のでdうると云ふとえ と、 各直筏階に釣

する平均樹高が営干j!Jの純栽本敢に闘係 して鐙化して居ると云ふとととは、. 全 〈 共r:，nlて開控無き

こっの事買であらねば友ら ぬ、 卸ち林分の平均樹高lモ闘する問題は寧ろ植栽の疎密が林分共の

も のの形K及ぼす影響と解ナペきであうて，之に封 し各直何階布:の平均樹高に闘する問題は植

栽の疎符泊三個樹の樹形に及ほ・す影響?と も 見るペきである 、 主主i亡於て辛子:広ーは更に一歩を進めて各
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l!d位階一1~のLF.均樹高に封ずる植栽正取持の影響11を檎罰して見たのである 。

先づ年::)く別w:何階州三|王均樹高の一覧表を作って見ると 、 それは T<lble 38. 千{. 2 ) の様にな '

る のでるる 、 而して同裂は Table 7. を目的に釘して見よい棋に書き直した .ものでるるO

今此の表を見るに洋次毎K直概階の或る も のに.1:1"[./ては各試験匿を通じて本政がイよ在して居

・ な い とともあるのでるる、 息H ち Table 38. I'L於て延呑披を付したる直径階のみに各詞絵直を jffi

じて本教が干{;-{ï:する のである 、 拾に於L_此の延番批をイサーしたる直径階主Î: I'L Table 30. I'L示した

ると同:肢の計算法に依りて首初の植栽半数と各直位階平均樹高とのrI.rJ tr::作する相闘関係を調.べ

ー て見たのである 、 共ff1r県は Table 39. ( 1. 2 ) の椋になるのである。

ゐtの表の内界を l吟味する K 、 アカマツ林K於ては 、 求め得たる相闘係数í20) rl" 正の符蹴を

取るもの67イ|占|、負の符披を取るも の僅1'L 5 例である 、 又JEの符枕を取る も ののJ:!J14111i1は本数値

と共確率.誤:i~去の促I とのまJ比上意味なしと目せらるるものであるが、 . 共処の53イ II~は悉〈本数111{は .

0.5 よ り大であり且意味ありと認めらるるも のである 、 叉負O)~符蹴を取るものは悉くまま:味な し

と認め らるる結果を呈 して居る、・ 即ち求め得たる相関係数の中共の過午はIEのね:肢を取り且有

意味のものであるJさればアカマツ林}て於屯は各直径階似?平均高に於て も、 平十，'Nn;&程樹高が

商いと云ふ傾向あるを認め縛るのである、 之K反しカラマツ林Ir::就て見るに 、 寸くめ特たる相関

係数24イ同の "1'過とI~IÊì1 1却は悉\<意味注しと認めらるるも@orである 、 而して礎 8 仰iのものは勿論意

味あるものであるが、 共の ~I' 只 1 例のみが正の判:慌を取り他は悉〈負のl}~JXを取って居る の :ε

ある 、 叉有意味、 無意味を問ふととなく皐K共の符披に就て見る lと 4 イ11;/は正、 残り q6111î!は負の

符枕を取って居る 、 是等の事賞を綜合して考へるときは 、 大開lモ於て方ラマツ料、に於ては 、 4ヰJ

植lilfì'B共のTlÏ{判皆別平均高が低いと云ふ傾向あるを認め得るのである 、 了市 も克~fr:: 1J-細K検する

に 、 11:の n枕を取る相関係数は1-914 年及び 1~19 年に現はれ、 共の他の年l民ては現!はま t車仇ざ包Lて居ない

4従佐つてカラマツオ予本|ド王祝κ於ても3共寺の林断齢7の若き時f代ttκて於てはアカマツヰ林木同糠干符宇存;植l医烹κ於て芭

4斗-，/i.ドi均高が高い と云ふf傾頃向 を示してj尉詰るが、 林齢の高き I'L fìõない共句傾向を逆ならしめて外返るも

めの訟である 、担Pち植栽のIDtl~討が各林分.の平均高に及ぼしてt'r る影響と 、 相栽のïelt桁が各区i~~

附毎の王子均樹高帥ち佃樹の樹高RFぼして日る影響pとは 111仔同校の向きを示して居ると 止が知ら

れたので、ある 。

( 3 ) 植栽の革i11桁と紋下高と の除j係

れ!lj定時i亡於ける試験問ryl].; 年次別、 校下両階別本数分布の推拶!I);:態を示すとそれは Table

40 ( 1. 2 ) のtJである 。

此の Ta61e 40. の内 'ずれと依り年次別、 平均松下煎j (Mh ) 、 松市偏差 (σh ) 、 経文係数 (c. v'.)

等を示すと Table 41 . の織である 。
, 

ノ刊tの TabJe 41. を通覧し-r;;~，!. ると 、 吾/< 19>7( ぎの事賞l亡 1:Jィ、J- くのである 、 うじづ植栽の疎評?

と林分平均投下高との関係であるが、 アカマツ林Ir::於:ては大関 iと )f::て疎植医程枝下が低いと云
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ふ傾向を認めるととが出来るが、 カラマツ林に於ては一見或る傾向を見出ナ ととは困難であ
• 

る、失ぎに枝下高不揃の程度を鑑真係数κ就て見るに 、 アカマツ林に於ては林齢の高きに従い、

共の鐙具係数の値を ノj必ら しめて居る傾向あるを認めるととが1:1'，来る、削ち林齢が高まる lモ従

い枝下高が7暦揃って来る傾向を認め得るが、 カラマツ林K於ては共ØltrJ如何なる闘係あるや

を務見 し難いのでーある 。

教に於て椛栽の事K密 と林分平均校下高と の l / lJfL存ずるイ | 制闘係を9:11 らんと欲し、 ぷ1 '.均直住

場合と同様の~1J!~j，表 (Table 29. 参}I~り を作製するとそれは Table 42 . の様である。

此の表の第 2 欄の数字列と tin 欄以下K示す各年三たに於ゆる林分平均枝下高の数字列との11~1

k干fーする相闘係教を Table 30. の貫刈に倣ひ主;1: 1-1 '， して見るとそれは Table 43 . の様にな~ので

ある。

.此の表に依るとアカマツホ!、に於いては 、 植栽の疎箸i と 213.均紋下高とのllJ'JfL存する ，WJ尉j係数は

悉く 0 . 5 以上であって而も 、 共の 75のE倍率誤1'，':の怖はオ>::Jl&の値K比して充分にノj、であ る ィ 而 も

相関係数の符枕は悉 OEを示 して居るから 、 アカマツ林に於いては 、 植栽の隊幹?と平均校下高

と の Ii U fLはFii き Eの相I~脱出係の存するを確認し得るのでる る 、 印ち植栽本主主の多き程共の-'13.均

:伎下高の高きととを示して居る 、 然る K カラ マツ林に於ては求め得たる相闘係童文 5 例の ~I'共の

、 ね:批が正を示す も のは Jt?木齢16の も の 1111dであって 、 之は有意味たる値を示 して居るに封し、

他は悉〈負の'rJ・1虎を取り且 :意 1J，j~1'J:き値を刀と して居る 、 自!lち林世l~の若き時代K拭アカマツ林同様 ー

植栽本教の統なる程平均松下高の高き傾向あるを示 して掛るが、 活ifrJ時林齢の高き K従ひ此の関

係は不明となり 、 寧ろ逆の閥係自fl-ち与宇，:fì立l亘1主投下高高き傾向あるを疑はしむるものなるを示し

て居るのである、 而 して斯く の如〈ブカマツ林とカラマツ林ξ で、 植栽のID!~新と枝下高との閲

係がXfL相反するが如き傾向あるを示すに至れる原因の9JII訟に存すかに就Fて観援を進めて見た

庭、 アカマツヰfとカラマツ林とで林分三l三均高の最高、 最低の開きの大いさが畏友るJF とに干l-:t . 

るものの様である 、 今 Table 35 . よ吋誘導 して Table 44. を得たのでまfる。

glJ ち此の結よf!fL依れば、 ;最高林分王子均高と最低林分平均高 と の聞きが、 常にカラマツ林の方

ー アカマツ林より も大である 、 .されば比例的には校下高の低き木であって、 而 も絶封的Kは校下

高の高かるべき様な大木は Table 44 . の内容が示すの如I (カラマツ林に於ては疎植医陀比較的

に多く現はれて居?J' fL釦し、 ア'カサツ林叫さては 、 平均高共のものが就に矧IEdの方が高いカ主へ

ら絶主J的i亡も杭下高の高い木が特植直に多 く現はれる4迭になるのである 、 此の相i討する事l!tが

植栽の必t!箭が枝下高f亡及ぼす影響を樹極毎K具友ら しめてjだる原因をなす も の と認めら るるの

である 、 従ってJltの校下高 fLMb]する貫臓は共:め依って米りし!点l夫iは樹l査の特性IL1Mけべき.で・あ

ると }J!，~句 、

以上、は植栽の珍11密が林分Jj3.均校下高に及ぼす影特に就てであるが、 研究は更促進んで11司樹の

枝下高に及ぼす影響K入らふと思ふ、 自fl ち樹高の草tfL ~於てな したると同棋の操作を各直部階別

, , 
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の枝下高K施して見る とそれは Table45. ( 1. 2) の様である。

此の表の中樹高の比較の:場合の前例IHL:倣ひ 、 各年次に於て完全に各試験直を通じて本教の存

在する直僅階のみにn屯図を止めて Table 30. と同様の計算を行い、年失日IJ 、' 直俊階別Kí直隷の

疎密と直接階別平均校下高との聞に存する相関係教を算出 して見る と、それは Table46. (1.2) 

の様である 。

今此の表を見るにアカマツ林K於ては求め得たる相関係数の総数65K針し意味ありと認め得

るもの55 ， 意味な しと認めらるるもの10である、叉符披を見るに総数の中只 11店!のみが負-U' i!う

る 、 即ち此の大勢から見れぽ、 アカマツ林に於ては、之を各直径階毎K検討して見ても 、 共の

枝下高怯林分平均枝下高と同様の影響を植栽の疎特より受けて居る、 êlP ち密植直程枝下高が高
• 

〈主主る一般傾向を認め得るのである 。

叉カラマツ耕K就て見るときは、求め得たる相関係数の総数20の中意味あ りと認めらるるも

の7 、共他の13は悉ぐ意味なしと認めらるるものである 、 叉11個は正の符披を取り 9佃ば負の符

読を取って居る 、 更に進んで意味ありと認めらるるものの中正の符読を取る も の5 、負の符披を

取るも の 2 である、郎ち此の結果から見れば、植栽の疎較が佃樹の枝下高K及ぼす影響はアカ. --
マ ツ林の如く顕著ではないが、 大障に於てカラマツ林に於ては 、 其の若き時代はアカマツ林同

様密植医程校下高高き傾向あるも、林齢の高きに税い、 逆傾向を示 し来り疎植医程校下高が高

いと云ふ傾向を現はすに至るものの様である。

以上を摘要するに植栽の疎密が枝下高に及ぼす影響は林分の平均K到する も の も、 各林分の

直筏階毎の平均K11するも のも 、 常K同ーの傾向を示し、 アカマツ林K於ては密植医程枝下高

〈、 カラマツ林K於ては、 林齢の高きに従い疎植直程枝下高き傾向あ る を認めす与るのである 、

市して斯かる樹種に依って相反する傾向を来す原因は樹種毎K有するイ可か特性的のものにある

様である 。
、

( 4 ) 植栽の疎符 と枝張と の閥係

校張とは如何な るものかに就ては、既に前章一湾問JSM木の椛成j伏態に於て述べた通りである唱

各測定時K於ける試験直別、 年失別、 校張階別本数分布の推移仇態を示ナと、それは Table

47. ( 1. 2) の様Kなる のである: 尚本表中最小枝張の本数分布が前回調査の結果に比して一倍
--小友る枝張階事E及んで、居るも のがるるが、之は最長の枝張りを有すと認めらるる枝の先端が諸

在棋客の矯め折損するも のを生歩る矯めである。

今此の表の内容を費料として年次別、 前験T.'[~1j I乞林分平均枝張に (MR) 、 棋準偏差 (σR) 、 鑓

具係数 (C.v. ) を 1 表に示すと、それは Table 48. の様である 。

:今此の表を通覧するに二三の注目すべき事買に策付ぐのである 、 其 1 は疎植直程校張りが大

であらふと云ふととであるが、 事責はアカマツ林吋ては、将1， 1926年及び1943年ゐ結果に

於て 、 叉カラF ツ材、に於ては 、 1919年の結果K於て略共の傾向あるを感ぜしむる も のある も、

3暑

, 
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司 共他の各年の結果に於ては、 明瞭でないのである 、 尚此の ζ と に就ては後;芯ー更に検討して見る ，

と とと する 、 共 2 はカラマツ林~lk 於てほ 、 林齢の高き に4足い、 平均枝張も亦大と なって居るが

ア ヵ τ ツ林に於ては1933年迄はカラマツ林と同様の傾同 を示して居るが、 1943年に於ては 4.5

ム、 4 . 5口、 6 .06 及び6 . 0口 の各国 1'1:.於て は平均枝張は1933年首'時に比して何れも ノj 、となって

居 P 均 8 . 0ム、 8. 0口の 2M互に於では t933'年官時に比して大と去って居る 、 此の事は鶴間せる林

、 分rfl1:於ては 、 枝先きが互に相接し相撃つに常りカラマツ K於ては共枝先きが挫折するととが ‘

一砂主主いが、 アカマツ iτ於ては挫折しやすい、即ち桧I極官~I'L特徴とする枝の)j危さに関係するもの

の様である 、 従づて此の事:たるアカマツ林に於ては最近193ミ年K間伐を行ない、 且元来より比

較的献立せる8 . 0ム、 '8.0口の 2 1!l[ l'L於ては前回の測定時K比・して 、 共I'ú枝張示大となってj舌る

I'L劃し、 他の4.5ム、 4.5口の 2 -gは 1926q三以降1943年迄17年間間伐を施行せ歩、 叉6.Qム、 6 .0
、

口の '2 1!l[Id: 1930年以降19:13年迄13年間間伐を施行せざりしも のに於て枝張が前回の測定1'L1't し

て縮小 して居ると云ふ事ー寅からも、此の推定が4'f:I '討に正確君主もの と背かるるのである、共 3 は

重差異係敢に就て観察する にアカ ?ツ林tて 於ては 、 6.0ム、 8.0ム、及び8 . 0口 の 3 1亙に於て林齢

の高きに従い共の値が大ーとなる傾向るるを見るが、- カ ラ マツ跡K於ては、 ， 8 . 0ム Jrli.JC於て之を

認むるのみであ る、邸]ち アカ マツ林に於ては林齢荷きに従い枝張が漸次不揃とな る傾向あるを

探はしむるも のまうる も、 カラ マツ林11:於ては来して然.3や否やは今の庭不明である。 -...

教K於て更に進んで、植栽の疎密が林分平均校張に及ぼす影響の有無を械討するととを目的と

し、林分平均直僅K劃すると同級の繰作のì:'!'L主~J!日ま (Table29 . 参J!のを作って見るとそれ

は Table49. の者去に左右のであ・る c

此の表の第 2 欄の換算数弓ゆ数字列 と 、 第 3欄以下各~f*l'L於け るネド分21:;"均枝張の数字列と

のrt， l'L存する ~m閥{宗教を Table 30: の質例K倣い~np，じて見ると 、 それは Tab'1e50 . の様にな

. るのでb る。

此の表を見るにアカマツ林K於ては 、 測定回数 5 巨!の巾相闘係数の値は 3 恒!迄は意味なきも

• 

? と な P 残り 2 回は意味ある も のとなって居る、而して此の意味ある も のはごっ友がら共の他 ~. 

は 0. 5 を魁へ且負の符披を取って居る 、ー カラマツ林K於て除、 測定回数同じく 5 厄lの * 1 1罰は

意味あるもの共の他は悉〈 意味たき も のである 、 而も其の悉くが負日〉符・1虎を取って居る、即ち

アカマツ林、 カラマツザ共陀植栽本教の砂友い1E共林分2f三均投張は大とたると云ふ炉向ある を

略認める と をが出来るのである 。

裁に於て樹高並に校下高検討の例iモ倣い個樹の;伎張K及ぼす影響の如何を知らんとして、植

栽の疎密と各直径階平均枝張 と の|古川存する聞係を求めて見たのである、先づ年以c別直筏階別

枝張を 1 表K調製するとそれは Table51. ( 1. 2 ) の様に友るのである 。

今此の TabTe 51. の内容rlJ 6 試験直を通じて共通的に本数の存ーする直径階gpち延z許読を附し .

たる直径階の各Kっき Tabl仔 30. の貫例K倣い計算を加 して相B称、敷を現E/;I:\しょE見ると 、 それ

E与

, 
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iは Table52. ( 1. 2) の棋になるのである。

今此の表を見るに 、 アカマツ林K於ては、オミめ得たる相関係数の総数53仰の中11イ11.1は語、I!;jえあ

る もので・あるが、強り の過半は意味~!!~きも のである 、 而して意味ある 11佃の '11 5 イlülは正、 611司

は負の符焼を取って居るのである、 '向共現はれ方を調べて見ると 、 1921年に於:ては 官 、 1926年

tて於ては悉く負である も 叉1930年及び1933年K於ては悉く正、 1943年に於ては悉く負である 、

剖ち林齢低き時代は負の傾向弧〈 、中頃K於て lE、 最近に至り再び質となって居るが、意味あ

る f直を示すものが牛数以下であり 、 且正負の符披が交k現はれる と云ふ事責から殺して 、 植栽

の疎密が直観階別11:;"均校張に及ぼす影響K就ては、 其所ol'L何等の傾向をも認める とと は 11\米主主

いのでるる 、 之に主Jしカ予マツ林陀於ては求め得たる相除l係数の糖、数11例の中 7 11司は意味ある

もので残りの10fl1ilは意味泣きものである、 又 711司の意味るるものの中、 5 似は負、 2 fl，~!は正の

符枕を取って居る 、 市もlE負の現はれ方は林齢の低き時 r tは負、 震Q:êl'L至り正の負批を取っ芝

居るのであるが、 大勢はア jj -v ツ林同様共所に植栽の疎密と枝張り と の 1'ml'Lは認め得る傾向の

顕著なるものは何も友い様であ名 、 市して前辿せるが如〈林分の平均校張りとして疎植医程大

であるが1mき傾向を認め得るにも係らや、直径下皆別の平均K方さをは斯かる傾向を認め得ないと

云ふのであるから翠党此の現象はー賛同齢林の性質と して、 個樹の校張 りは直径l乞関係して1E

の方向K動 C も のなるが故1<:: ; 共の林分平均枝張りが疎植直に於て大である傾向を認め得る と

云ふととは平均直径の大なる疎植湿陀於て枚張の大なるも伊が比較的多いと云ふとと の現はれ

であって植栽の疎密共のもの直接の影響ではないと解障し得るのである。

( 5-) 以上の抗j要

植栽の疎密が樹形に及ぼす影響K裁て以上の諸事項を摘記すると下の様なととである 。

j ) 林分の平均直径K及ぼす影響としては、 アカマツ林、 カラー軍ツ林共に疎植直程大とな る {頃

向あるを認めるととが出来る 、 但し算出し得たる相側係数の数値の比較によ 11.此の事はアカ マ

ツ林に比 しカラマツ林に於てー居瀬箸でるる (自 Ta ble 29. 至 Table 33. 参照) . 、 市此'の~;:は

林齢1Q年頃漸く共の傾向を現は し共の後屡々 11Mえを繰り返され及K も係らすコ林齢40年前後の今
、

日 K至るも共偉持続しつつあるのである 、 従って本報告を以てー先づ格末的の も のとはするが

尚本林地を保護し時刈i目伐を繰返して林齢凡幾何にして此の傾向を認め得ざるK至るかを知る

必要があると思ふ。

話) 樹高K'o及~す;桜響としては、 此の問題を二つに分けて、共 1 は林分平均高K及ぼす影響と

其 2 は1!1i1樹の樹高に及ぼす影響として研究を進めたのである 。

う，t;づ林分-'p..均高に及ほ・す影響は樹種tてより共結果を異K して居る 、 邸ちアカマツ林に於ては

幸子l植忌程高岩傾向を示 し、カ ラマツ林K於ては疎植E程高を傾向を示 して居る 、 而 も 算1-1 11 し得

?とる相関係数の111~Í. l'L依って比較する K、此の傾向はアカマツ林に於庁る も の よりも 、 カ ラ マツ

林K於けるも のの方が一清額三まであると云ひ得る のである ιTable 37. 参照)尚是等の・ととは

• 
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4・
、直挫の場合と同様林齢10年前後I'L j也り林齢約40tc]三の今日I'L至る迄同ーの傾向を持続 して居るの

e であ る 。

次ぎ~1ml樹の樹高に及ぼす影響を検討する手段として植栽のB伝統と各測定年次K於ける直径
¥ 

階別平均樹高との間K存する相閥関係を求めて見る方法を取ったのでるるが、 共の結果K依る

とアカマツ林l手於ては可なり顕著に各区部|砦別の平均高 も各年=j，くに於て絶植直程高いと云ふ傾

向あるを示 して居るが、カ ラマ ツ林に於ては、各直樫階の王子均高は共の林齢の低き時代はアカ

マツ林同様密植置に於て比較的高き傾向あるも、林齢の高きに従い、逝I'LID\{植直程高き傾向る

るを疑はしむるものがあるのである (TabIe 39.参!問、何れにしても植栽の疎密と樹高と の関

係がアカ マツ林とカラマツ林とで全然其の傾向を逆援らしめて居る ことは定に注目すべきとと

であって、 今の鹿樹種筒毎-に兵有する何か4特4寺剖1，'1性性的のものと見るる.より他に蹄着賄は tな主い様である、

而して此の事たる貰K植誠ち味iド=数が決と定上の重要f友主る鍵を握る も のでで、あるとイ信言1ヂド、るヨ次た第でで、 dるうる 。

iii ) 植栽の疎ゴ宮が枝下高に及ぼす影響は、之を分けて林分平均枝下高I'L;f{するものと、各直径

階毎の平均枝下高K針するも の として別々 に検討を進めたのであるが了林分平均枝下高はアカ

マツ林、カ ラ マツ林共に共聞に相闘闘係を11僻志すると とは出来ないが、算出せる相関係数の符

披より判断する ときは 、 アカマツ林にてほ密植l亙13高〈、又カラマツ林に於ては林歯ti15年前後

K於ては此の関係はアカマツ林同様主主るも 、 林齢の25年より 40年に進むに従い疎植医程校下高

高き傾向ある を疑は しむる も のがある のである (TabIe 43. 参照〕。

iv ) 植栽の疎幸子iが枝張り に及隠す響影は、 是亦樹高、枝下高等の場合と同じく之を林介平均枝

張主各直樫階の平均枝張と のこっκ分解しi今討を進めたのであるが、 林分平均枝張りは、アカ

マツ林Ikびカラ ぜツ林共に疎植E王程枝張が大で、ある と云ふ傾向は認めらるるのである 、 市して

共の傾向はカラ マ Y林はアカマツ林K比してー府額著である (Table 50.参照) 、 叉各直径階別

平均枝張K及ぼす影響は今の底明瞭で友い、即ち林分としての平均枝張の大小は寧ろ直径の大

なるも の埠校張も亦大であると云ふ一揖向的制本の構造上の特徴から来る影響を多分K受けセ居

る と旦るべきも のであって、 首初の植栽の疎特がイIIîI樹の樹形に及ぼす直接の影響とは認め られ-主主いのである 。

VI 結 龍
、、

以上各章毎K摘要を付して来たが、 記述せる庭を全間的に取り纏めて結論を下すと共き.の様

ム であ る 。

(1 ) 本教はアカマツ林カ ラ マツ林共I'L~見在K於ても市植匿の方多〈、現在材積はアカ アツ

・ 林に於てはそ討植l!lI 1'L於て大であり 、 カ ラ マツ林に於ては疎植匿の方23; ろ大である 、 12[1ち本数材

替の立場から云ヘば、 ア方マツ林は疑も無〈結植を有利とし、カラマツ林は本敢に於てとそ砂

友fが現在材積院於て大である磁{地区を寧ろ有戸とするなである。

( 2 ) 直径はアカ マ ツ林、 カラマツ林共K疎植匿の方が大であるぷ但 じ此の事はカ ラマツキネ

¥ 
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に於て一暦顕著でるる 、 樹高はアカ マツ林に於ては統括直程大である、之に反 しカ ラ マツ林に

於宅 は醜植匿の方が大である 、 市 して枝下高はアカマツ林に於ては密植E豆の方大であり、カ ラ

マ ツ林陀於ては疎植障の方大である 、 創ち官;やJ植栽の疎絡が樹形に及ぼす影響は、 用材産出を

目詮と する林業I'C\H しては アカマ ヅ林に於ては多ノj、直径に於て不利とする庭あるも Jお高 、校下

高の立場よ り見て7形|以予須消質質-郎良創虫刃好好子子千:'P.J..友る も のは帥附箸貌密』湘:

ら見て形質良4好子2な主る も のは疎植E恒主に多いのでで‘ある 、 市して斯く の如 〈 植栽の肱絡が樹形に及ぼ

す影響が樹種勾?に民主主 る結果を招来する原因は 、 樹極の陰陽等に関係な〈 、 共の樹極毎K有す

る造林製上の特性とも云ふべきも のが真左マて居てそれが譲境に劃して護露の)!}(態を央にする

とと占にある と思はれる。

( 3 ) 本試験林は設置の官;初に於て各試験直が互に地位を一致せ しめて居ると云ふととを共

の官時の謬術進歩の程度に於ては 、 海抜、 向き 、 傾軒及び土壊の際さ等を基調として肉眼によ

り判定するより 他に方法が無かった矯め、 試験ゐ進行i'L 1*君主い 、 アカマツ林に於ては 6.0 反植

栽区殊1'1: 6.0 口障が地位粁j下K ある ととを護見 したのであ-õ 、 叉カラマツ林K於ては 、 同様の

事情か ら之 も 6 . 0 口慌が地位柏下Iてあるを認めざる を得ざる K至ったのである 、 之Kカ如加11ふる陀

カラマ ツ

己むたきに至つ?たとのでで、あ る 、 従って之が HI] 歩又は 1 陪官;り 換算の数飽が常に梓i遡正を~Oと く に

あ ら ざるやを探はしむる数字を示すに至ったのである 、 以上の諸原因が綜合されて本試験の成

果を常K捜簡Lする作用をえにす 1'1:至ったととは定κ遺憾なととである 、 然るにアカ マ ツ林に於で

は4 . Qム亙と 8 . 0口置とは地位K於て差左きも のの如 〈、 叉カラマツ林K於ては4 . 5.ム直と 8 . 0ム

置とが地位K於て IH告一致して居る も の と認め得るのみならで夕、標準地面積 も双方共K相常に大

である閥係上比較のァ方法としてアカマ ツ林に於ては、 4. 5ム匿を密植匿の代表とし、8..0口直.ー

を疎舵匿の代表とし、. 叉 カ ラ マ ツ林K於ては4.5ム直を密植匿の代表どt，ç. 8.0ム匿を疎植直の

代表とし本政、 材積、 平均直径、 平均樹高等を林lめに関係せ しめて比較して見る と Fig.7. (1 

-4 ) 及'ét Fig 8. (1- 4 )の様i'L1ìる のである、 f旬以上比較に用いたる密植、 疎植 2直の中

の平均直径、 平均樹高、 平均投下高及び平均枝張を夫k直径、樹高、 校下高及び枚張とする模

型樹を描いて見る(但し枝@角度は趨蛍K肉l恨の感じをあてはめたので、遣うる ) どそれは Fig. 9

及び Fig.lO. の椋になるのであるJ

( 4 ) 以上を綜合するに下の様なと と iてな るのである '" ~ 

ア カマツ林 ~官 植亙 疎 植医

本' 強: 多(有利〉 少 ( ー)

現 在 材松 多(有利)' 少 (ー)

組Jf~dfk'材'fj'I . 多(有利) 少 ( ー)

直何(平均) 小 ( ー ) 大 (有利)
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樹高 (平均) ・高(有利) 低 (ー〉

低 (一)

較劣 (ー)

枝下高( " ) 高(有利)

草木の形質 e 較良(有利)

l3P ち アカマツ林に於ては密植を有利とする場合が多いのであ る

カラマツオ本

本数

現在、材積

.総!牧雄材積

直径(平均) ー

樹高( " ) 

枝下高( " )

草木の形質

4宇f 植直 事11 植直

多(有利) 少(ー〉

少(一) . 多(有利)

少(ー ) 多(有利〕

ぶ (ー〉 大(有利)

低 ( ー 〕 高(有利)

低 (一) 高(有利)

較劣(ー) ‘較良(有利〉

, 
' 

(但 し此の比較中本致、利積K閲する数字はカラ'"7 '1林i'L限り 4.5口直及び8.0口匿を除外し

たのである )

-gjpちカラマツ林に於ては疎植を有利とする場合が多いのである (Fig. ， l1 参照)。

( 5 ) 一斉同齢林の構造研究に閲するととは、第 1 聞も 第 2 回及び第 3 回報告に於て記述せ

.Q如 く直径、樹高の聞及び直径、 枚張の聞に仕夫k高、き相閥閲係が認めらるるも、直径、枝下

高の聞には官会 り 高い相聞閲係除認められぬと云ふ傾向lは今日 の研究に於ても同様で、ある。

共ぎに一済同齢の針君~林の樹高曲線には 3種の型を認める ととが出来る而して共の 3種が

林齢の推移と共に一定の順序の下に繰返して現はれて来るも のの様でるる 。

以上は明治37年 (1904) に施行せられ昭幸'ù8年 (1943) に主る羽生存間続行せられた植栽の疎

-'lf,' i'L閲する林業試験の成果で、ある、此の間時代の愛題、 墜問の進歩の影響を受げて、 試験方法

叉は考へ方に就き首初ほ集イ寸かざりし扶助が種々と鷲見せられたのでdう るが、然しそれ等の快

賄や不備を大観して至l騨せる結論が以上 (1) (2) (3) (4) に掲げたるが如き内容のもの と 左
、心得

ったのである 、 市して如何友る事問にも時代に刊さなふ進歩は必歩、あるも のである、それ故試験

開始以来40年後の今 日 40年前の撃問の程度に封して不備え主るものを鷲見したからとて、直ちに
，等

共の研究を放棄するとか、 中止してしまふのでは、進歩えにき墜問主主らば兎に角、:遊歩ある摩問

であって且長年月 i'LÆる研究は総て徒損害K師 してしまふ交きである、市して之が研究の街K蛍

るものは、 以上の如き否定的のものの見方を絶~j-i'L避けて、進歩せる後年の知識を路用して賞

、 面せる現在の不備を楠ひ、 考慮すべき総ての問題を全面的に被ふて/n\-l且合理的友る結論K到達

ナる様に努力すべきである、剖ち斯かる心の持方とそ研究上の浪費を最小友ら しめ且先輩の努

力K封して満腔の敬意を表する所以で友ければならぬ、斯かる意味に於て著者ーは此の植裁の疎

密K閥する40年間の造林試験り成果は相蛍K大なる貢献を世K興ふるも のでるり且我園林業試

験開始以来長年月に宣る試験の結果を牧め得たるものとして、外面的には感謝感激の念を深〈

し内面的には大なる満足を禁じ得ぎるも のである (昭和19年 4 月 〉

〆



51 アカ守ツ及u'カラマツ祖裁の疎草野が成林状態に及lます影響(終結報告)

、/つー‘

H (""白血e)

6・

、

, • • 
回

T曾F『r t 匁払b 帥山叩知岬J品“ " ""悶4一.おd岨暗血叫，/;.1.福亙‘血出白唱E恥匂 、 ぬ"'!""'#'
dゐ Jt.IÚ加'"お刷v:t(;..w，;...t_
岨品 iA_テ 3-ω""t;t """，ザ丘
。ふ$.rJkú.ð. 伽/9/，主勾る相

•• 

301' 

3民必必剛工
-ー トー‘一→一戸正同t
一+一一←→ーニ←ー和問可制向子

20t 

. 
-ー

会--:;主

" 

1 
( ------:-7i百一--.. i 

岬 D(S，四JtF1. ム-
1,' 全E，__ー_，_

,;q I.D 

-• 
/ 

''[" (.[;('''''') 勾 Z.Z ル仰向

ノググ3 ・告(/{仰'}r=l.f:SlIf U'附布。

_/ 

/4……Jω 
.〆~ア� i..ゐJ仰川卯削仰(11...，)制判件，りt)=同=

/〆活工弓エ…F…目削"今o

~/'--I 今併叫 =14~7t1，ー且ヂー

デ42;aMルヂ
ノ

，ノ

〆;，g 今…

絡

1=.，J，サb

)何回! 机拡A
/"ノ/・

f，('fJl-当主

型空i

41
1
1
1
1

汁
I
l
l
l
ρ
!
!
1
1
1
4

一 '

J 

4・ 事夜明JI蚕BイJ嗣j
」ー
岨'--占ー-‘,# 10 /f<' -}; 00 ・

/ﾐ .1".0 Jρ 向"



52 ・ アカマツ及びカラマ ~ i揃裁の疎密が成林状態に及lます影響(終結報告)

. "rH仰山)九 Z:3 ぬÞ，品仰ム ρr附 (S"，"伽J
!'f" 2.+ ι世，磁針。ロ

〆'"'今併旬=-/.11川刊1/山4叩
5・

d・

~'.>t -，?(IH……ω. .L乎

〆，/" 〆タソ， ，抑制=川μT"ð. ØJJUD-.$..!.ヂ

./づらr 今(H"府山l'11.y.(J， 1/.巾0-今色
J件，/

, 

~一日両日 f.i r.� f.(} 脚岬 ρ(S~) t)-~~ . ，帥句 。 (s，拘~

‘・除

, 

.l"仰山)
ý~z 宅。一βt品 8.0~

,iM fJkhej 

T 号 μ 払"，rP1.t ..0 ロ

" 
， 〆向N仰r与，.1.今?削

ノ可、e 

、

~ 

Y ,"J .t.， 俳句・ /Jr問叫 Jl J J. l ん1"

/
一
/

1> 

/巧77;恥 ，~)-附附叫
• 

t1 ,. 

• 111 ,H J.I 抽 ~" 11, 11・ lJ (S'tØ1 、
同\ 7@ HS申吟



Y 

, アカマツ及ぴカラマツ植裁の滅容が成林状態に及liす影響(終結識者) 53 

H(S.w..) 

叫 沖付与刷-t.)"，~m'，川町'， ).ら.)

電舗'

. ul 

/
ノ時/刊一lJt，，+IJ. Þ同作呼干

ち 2，7. 1-1, rJJ.,t Ht> 

3必~刷1': ., '"料品.(J...Ii.九
ム負制叫1 3

.--"面 白叩 fØ " !''' ，，，幅削 1/.0 Þ (S同}

{'~ ノ夕刊今(H-1'J ~7J附向哨D-4立.

" 

.' 
s。

,. 

IP ~2rムぷ，働μロ

L←一一一. 叫 J.， 1.0 帥同臼 to r.� r.� " .9 位。 Df (S岨ド

, . 

吋~.(よ04 ....w.. 1

守 工 世日斗学主'L /'  ‘ 叫両市吋今)=/官ゐ ~ムミ./ ‘ 

/: ¥ 

叫 よい1."411-呼L Jf - \了
一

いν 一-~ '.3~ J，匂， 1，μ鴫叫-N削'1'“.“/- 単乎竺

/メ/

'./ 足22! 』ヲ仰削4叫のhい"叫dげ，押，仰- 三乎L

/~どとごダ乙:f三二了三ら勾仇……?ω…柑仙伽司叫l!…タ

/イど:fゴ:7:今い仰…h…
窓島 1且ム晶1.�'1.t ﾓOl!. 

' ー

日 叶.tIð rll J.tJ 'l:lJ ~ð ", ~d . ~!".... , Ol(.r"，ル町

ゅ(SI<品.)

"'r ".Z， .t，ω…F仰呼らノ__.-'
叫 I1J3'今「什-40) .ィア

=Z11U.f--D.o2fI!ﾞ-~μιJ 

. }_ンA 〆 1JD .t, (H-4.D) 
'/ = 2 . 2J"I II-C. Ø1fUト4守坦

'{' 

/jfiiJJｭ
!/ 

/. ‘馬 Z 阻ム凪lJP&uOó
-1 

).0 1...0 <1, ' /." {.(J ::11 I.f) f.D .-0." //.(1 �l{ Sμ彼}
. 、，

. , 



54. • アカマ!>'及びカヲマ汐植裁の疎容が成林状態に及li'す影響(終結報告)

ei-J 読すら影間三必ず
f 伊イ子-

"r /'手伝

J / ~----づ

し一

3民:.k./:i.n...
-ーー→ i..1iM，毛並勾必守
一一一一- f"抽・2 品--a-

1・ 4 ・ 一一 -H 臼 1.ø l.� "" 1.. 11.0 Þ， (Sω嶋，) )

山川
-

a
l
ド
t
t
B
a
f-
-

~/~、

• 

o 1.11 2. ・ " ・快 o ，・ 6 骨 7, L→一一 『
if.Q }.I) 融制 D (J-"'I1) 

, , 

i.l. H 紅白郁J

プカマ グ -Hロ
千~~ 曲

o 10 1.島 N 40 M一 山一 百 l.iJ ,._, ..... 拘 亘下元;;.)

, 

一一(J IfJ 1.0 .l.0 -l~ ---"0 '0 向仰 10 /tl) /{Q /) ûω~) 

, 



、

• 

，，~ H 有制品J

H(品時必}

~( 

叫

4倒

" 

アカマ!y及びカラマ!y植裁の疎密が成林状態に及ぼす影響(終結報告). 55 

，~ 

, 

I.D 10 IU Il ・ D(S闘屯}

，。

.. 

" . 
0 

" 
:J�-j. 3. 7 ム...1JjÙ':" A

H (.s-tW-) 

Tミ.'

/ 

， ι1 
70一一子百 J・ 4.1 J.~ /9 " l.~ 1. ~ /ﾘ4 ILQ 0 (.s勧処}

k -

. 

iV 
3i，.官3. J ムよ (;'./，.1; .. .， ー

/0 2-D J!J 40 $.0 '9 tD I.J "川 j_) !J -Í. ~fl問}



~6 アカ守ヅ及ぴカラ可~械裁の疎密が成林勝般に及ぼす最多噌{;終結稀靖)

f'orH ( J"hゐ“J

101 

明

4判
4ﾘt- 1 

a・ '0 

20 

3詰 iμ."，.1，グ'1.t正0口 勾 3， /.ム4，働 go è.

、ト ー
可r-. ~""， " 

・9ι

IJ /.Q .1.0 jJJ 40 ~O ・" 王面 &・ J� /(10 /，悼 む (，f“仇J
" 1.1) '.1} lO ‘。 量。 <0 ~O ﾇ.I) ,", 

「トーー

榊 刷 。何台

まι+(I).~
1"'
f
Tht.n... q 

a斜祖

/.“ 

e 
(lfﾑ) 

部';t.f.，JÄ

.x.4 (.之，). æ却.. 

.I'H ~tu.みa 切

,.. 

J為e

~働

'"圃
ムt_

l'剛

, 
{IルJ)

‘ ælA:4 S Ó I 

a予

9・

~，4{J) 品也
知ι品ιー丸a ' 

向L æ!cωA 

,p.. 

d綱

....... ~ -司9 ・

..... . ~・ 1

川ト ι~-

日干寸

, 1" ZI> ，.lc 併 す開，
(II.J) 0μ ，) マ

JmAFW》 仇71v
」 めよ0 口

4r-

~斗 4(5)ゐu
，..，守主他-7<.s

j 誥t t.o ム

r.,“ 

,_ 
.... 

皇"・

苦らん(1)， (/}，喧
F・ をもι悦M ・ " 

a醐 ぬt t.O ロ

f_ 

1"喰

.ω. 

-ー，

今・

9・

'"' 



• 

アカ守ツ及ぴカラマツ植裁のE栄容が成林状態に及li'す務、響(終結報去) . . 57 

和ム♂z拘1-1

除~4Sll

守 山

今・

a,. 

山昇4(fJム-1

伊 ! ぬt.oll

... 

'"' 

。，叫J

~.4(ílんよ
J山 t恥 Ã.>.

-�t�o 

.. 

ご一一ーモ」・ー~ーー司......__- -
f. s;.� ". ... . -

<"・"・。，ω》

一 \ 君子{肉ム.d..
ft* t'~1I6.，ι 

b且 ぽtμロ

ψ戸、。

~4悦ムム
F・ ;Jゐ.;t.，. . 

,-- dtts.o色 ‘

伊 ~1r(m!)
広1. 5(，ぬ九

φ-

伊ム/4.5ロ ' 

,,, 

ド1‘"

，.J事"，:>r.，与 4 (1，品 iムcl
L 九鉱

炉 L (J1.t8.oロ

与a・

匂￡ fir. 

,,, 

• 10 
(1 1 ・，_.，

白f

(1)lJ) 

弘子。一向?山凶イ恥加v.nJ~v μμk(んJ

~.J{J). '仇
・凶勿{ぽ} ・ 8

(}k1S� 

," 1-

'fÆ，..)m 也也
...~dij'~誕〉・

伊お b.Ob.

1'" 

", 

� 

ﾐ 
(''''1) 

恥 ap

, 
，.・

1> 

6一寸

(1"") 

肘 Op
'(11・.>)

,0 

, 

Z. ~ 



‘ ー

噌.

. 
58 • アカマツ及びカラマツ制裁の疎殺が1武林状態、に .&1ます彩響(終結報告)

449A咋ムル'-""イゐ伽L副作ゐ・ H.ゐ「ム必}

• 

H1i可Vfhjj av st4〉PM比 s;~，・(5). ぬ，'"-

必t 6.0口 (}J島 8. 0 D. 

，ゐ ト 1" 

.. 
I I 

1 " ト K I 1" 

4野

'" 
, 

l 。 ー - 2e 
「今・

(J1JJ) 

句ゐ ，1..../」1 e.z 、 ・i:Þ "}o ~品'1'
(l1rJ) 

h 

"' t勿("ó)

l '・

(1 1・1 ) (1/10') 

動，

‘ 

'~.5.下一今一 4叫電3・1- ft!lJJ.ι(九)

5ι.5(7)ムんJ.

rJft4.Sム

、

/ 

6 匂各

岬W~柑

l'、

1" 

5:f.S(f).~1/ 

qお4.!iロ

，・
恥争s

<11‘J) 

加Wf，す，，')
再.J{n..L..ol

伐材011

11> 

1" 

s・

1・ . <0 JO 
~ 、

, 

/ 

• 

., 



(t. 

‘ 

申

アカマ 'Yl!t.ぴカラマ汐植裁の疎容が成林状態に及lます{影響(終結報告)

t男，0 不均ω吋ふ"'"仏雌 Þ //.ム(ムd)

(7n!) 勾S例~

rP4�.o 0 

ムムι

2F 

.ヤ

;. 

- 35500 ムIlci.
...I,_"Ut?n') 

E匁 5似Jムd
骨 加島守(m')!

,,, 

,,, 

ぬかf.04 

、

1・ :-tlt, 

,1. 

9・a

タ・

o 
(1101) 

(fktoロ

l' ε， .. ?; 

患いaω守dt f叫ん

、ー

ー '0('111/) 

初~

、 豆四E泌\Fユ沿伸Z!Ll/lIITl也A却oす,al 

• 

、

問攻WØ/ù.lffÆ2.2妨'2w.，~wち~mo芳明

WffffUhW/Ø'ff(Ø'L!<0.許'5'////h'l//h-;(lj/"//fi〆i'L~

59 

事・



6'0 ' アカ可 少及び》 ラ可ツ様裁の疎密常黒成林状態lこ及ぼす影響 機結華民的

E 

J/lØ.-7t相 . , 

/ 

、

J田

t血・
、 <t 

2回・

ー・ 0 ' , a 

~ J . 
1 ・ ... (/j�J)_ 

、

~也(布，J)

iif 
e 

"0 ... ' 

~ 1':: 

5> 1-' 

~ " 40 

(11'3) (1143) 

，・

，. . トl :P{;gム昨叫訓》点u

7- ・

,j; . 

, 4, 0 

J' 

z,' 

』 ・

ot'-。

、1・ "'" 3・、 .... 
(I!ol (114-') 

私 7. !f-l ω叫ん品tk~み
， ム 元Iuμ品川tVn.Ji_ 800 a仇)

d北品北側 →斗十お企
ー←・→ー. 8.0口

. 

少ー
L 

先必: /山I/L= シイ0 .5-ゐん r 叫んl〆3 ?7tt

fe p (H品.以kvι) 
¥ .. 

4・ト

Sヲf

4' 

3・

Z' R、

1< 

~ 

~ 、.



アカマツ及びカうえマツ:続殺の疎容が成林状態に及 lます影響(来事給報告) 61 



62 アカマツ及びカラマ ツ槌dの疎密が成林状態に及1 i' 1";影響[終結報告)

3"-i-q 

. 

ruω.w(仇m岨仰い"，，)

なん仰川ゐ川

匂 小ペケ坊も"'"々nuv九 一， 'IllLa.m..

Lm品川叫ん ふヂL，

cl)，iliし斗]ー]叫んJ".)

lザと土生，.山 ðwJ.，Lー~←"日仏")
,1-,'J, {川町4叫 ól('l).L，

ー ，

高 11-鳴吋叫川口J 内ß-MuI，<f;)山川ゆ判明Ivn胤tß~Çj)叫持イルiÍ<:i1i九
.. 

以Ckl，同ω)

-~ 

~wmt~ :O 仇(伊mAAAAMゆ同)
仏~\)1JI7印d刷A 〈Pん品必tmlJ品仏似伽:凶附"'-fwit 位famto:tion. ム~tl æ件lmb。 8M01ム....fuvdl 勺j刈

時 4，5ム ー

|ω仰はん4M l叫 G 川感 .LaiWI' 0 いJ1 ミミ
, 

I9MJ 切LqIJAMt 工叩 6,nw,U 

む品品w吋 i戸h ムァ O る明WJ1_ ~~- ふγO
, 

ìY制庁l 4~~札品ん oS~wft _ μふ 0 ふJi 8 ヱ叩 O 
ー，

2> ,mJl _ ì11ぶ んし内 ふγO ふrwfte ム~ O, 

ìn抑制吋恥 のぬ O 3十ぜし 傘 J中d~_ @ゆし O

一 〓

寸瓦棋の英文抄似慨は 95頁以下に挿入 してあ り ま す。

• 

.". 




